














氏 名     三好 伸芳 
学 位 の 種 類      博士（言語学） 
学 位 記 番 号      博 甲 第 ８４３５ 号 
学位授与年月日     平成 ３０年 ３月 ２３日 
学位授与の要件     学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科      人文社会科学研究科 
学位論文題目     日本語における連体修飾構造と名詞句の内包性に関する研究 
 
主     査     筑波大学   教 授  博士（言語学） 矢澤 真人   
副     査     筑波大学   教 授  博士（言語学） 沼田 善子 
副     査     筑波大学   准教授          橋本 修 
副     査     大妻女子大学 教 授  博士（言語学） 天野 みどり 
 
 
































































審 査 の 要 旨 
 
１ 批評 
 本論文の主要な論点である、連体修飾要素の機能と被修飾名詞句の指示性との対応関係ならびに連体修飾構
造の意味的性質と複文全体の意味的性質との対応関係は、日本語連体修飾構造の分析のために非常に重要なテ
ーマであるにも関わらず、不十分な成果しか得られていなかった論点である。本論文は先行研究では得られて
いなかった豊富な言語現象を発見すること、さらに、理論的整合性について従前を上回る精密さで検討するこ
とにより、この２つの論点について大きな成果を挙げた、優れた研究であると評価することができる。 
 特に高く評価できる点の第１点としては、１つ目の論点について、連体修飾要素の機能分類・被修飾名詞句
の分類の両方に問題があることを適切に把握し、両方の分類ともに修正を施したことで、記述的妥当性と、意
味論的解釈の自然さを圧倒的に向上させたことである。連体修飾要素の機能については制限的タイプに範疇限
定・時間限定・可能世界限定という３つの下位類を設定する形で、被修飾名詞句の分類については従来の定・
不定に代えて可量化名詞句・準可量化名詞句・不可量化名詞句という３分類を採用する形で修正し、それぞれ
の組み合わせについての制約を検討することで、従来の扱いでは例外とせざるを得なかった現象について、ほ
ぼ完全に予測可能な形で記述することに成功している。また、「制限」という連体修飾要素の機能について、
あり得る３つのタイプの実在論的説明も、従来に比して格段に自然なものとなっている。 
 特に評価できる点の第２点は、連体修飾節構造を含む複文全体の意味に、形式意味論上の内包性という概念
を持ち込むことにより、複文における連体修飾節構造部分の意味と、複文全体の意味の関係を狭義意味論の中
で包括的に捉える可能性を切り拓いたという点である。先行研究において当該の問題は暗黙のうちに排除され
るか、概ね語用論上の問題として狭義意味論外のものとされるのが常であった。本論文では形式意味論上の内
包性という概念を多様な構文に適用することにより、連体修飾構造の機能上の内部構成の種類と、主節が内包
的文脈を成立させるか否かというありかたに相関関係があるという形で、両者の体系的対応関係を一定程度明
らかにしたのは、画期的であると言ってよい。 
一方課題も残る。特に、連体修飾構造の意味的性質と複文全体の意味的性質との対応関係では、著者自身も
認める通り、本論文が扱ったもの以外にも検討すべき構文が存在する可能性があり、全容解明とまでは言えな
い。しかしながら、これは、研究の新規性による豊かな可能性の反映とみることができ、この課題自体が本論
文の成果ともいえる。このことは、日本語研究の新たな展開をリードすることが期待される極めて優れた研究
であるという本論文の評価をいささかも揺るがすものではない。 
 
２ 最終試験 
 平成３０年１月２０日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
